
 

2025 年 12 月 19 日 

各 位 

三井住友トラストグループ株式会社 

 

三井住友信託銀行による住信 SBI ネット銀行株式の追加取得 

および NTT ドコモ・住信 SBI ネット銀行との業務提携に関するお知らせ 

 

三井住友トラストグループ株式会社（取締役執行役社長（CEO）：高倉 透、以下「当社」）は、当社の子

会社である三井住友信託銀行株式会社（取締役社長：大山 一也、以下「三井住友信託銀行」）が、本日

別添①および別添②のプレスリリースを公表しましたので、以下の通りお知らせ致します。 

 

1. 住信 SBI ネット銀行株式の追加取得および新商号について 

三井住友信託銀行は、株式会社 NTT ドコモ（代表取締役社長：前田 義晃、以下「ドコモ」）が保有

する住信 SBI ネット銀行株式会社（代表取締役社長：円山 法昭、以下「住信 SBI ネット銀行」）株式

の一部譲受とともに、住信 SBI ネット銀行が実施する第三者割当増資の引受を実施することにより、

住信 SBI ネット銀行株式を追加取得（以下「本追加取得」）致します。本追加取得により、三井住友信

託銀行が保有する住信 SBI ネット銀行株式の保有割合は現在の 34.19%から 44.63%に増加する予定

です。議決権比率は 50%のまま変更はなく、引き続き住信 SBI ネット銀行は三井住友信託銀行の持

分法適用会社となります。 

増資による資本力強化により、住信 SBI ネット銀行の更なる成長を目指します。また、三井住友信

託銀行は 2025 年 5 月 29 日付で締結した業務提携契約に基づき、住信 SBI ネット銀行およびその

共同経営パートナーであるドコモと提携関係を深めておりますが、本追加取得を礎に、提携推進を一

層加速していきます。 

なお、2026 年 8 月 3 日付にて、関係当局の認可を前提に、住信 SBI ネット銀行は株式会社ドコモ

SMTB ネット銀行に商号変更することを予定しております。株主であるドコモおよび三井住友信託銀

行が相互に協力し、住信 SBI ネット銀行のさらなる成長に貢献するという強い意志が込められていま

す。ドコモの持つ会員基盤やドコモショップなどの多様なチャネルと、三井住友信託銀行の持つ銀行

経営および高度な金融サービスのノウハウを組み合わせることで、住信 SBI ネット銀行のさらなる企業

価値向上を目指していきます。 

 

＜ストラクチャーおよびスケジュール＞ 

 

株式譲受および増資引受の実行予定日：2025 年 12 月 25 日 

 



2. ドコモ・住信 SBI ネット銀行・三井住友信託銀行が目指すもの 

ドコモは、1 億人超の会員基盤を有し、通信をはじめとする多様な生活インフラサービスや d ポイン

トの日常利用など「くらしの接点」を、住信 SBI ネット銀行は、スマホひとつで完結する銀行サービスや

お客さま中心の優れた UI/UX など「テクノロジーによる利便性」を、三井住友信託銀行は、多彩な金

融サービスや一人ひとりに寄り添った資産形成サポートなど「高い専門性とお客さまへ寄り添う力」を

強みとしています。 

この 3社が協力することで、日常利用から専門性を要するものまで、金融サービスがくらしの中に自

然に溶け込むような、「くらしと金融の境目のない未来」を目指します。具体的な取組みについては、

別添①のプレスリリースをご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 三井住友トラストグループとしての業務提携の狙い 

＜お客さま基盤の拡大＞ 

d ポイントとの連携およびドコモのお客さま接点やビッグデータを活用したデジタルマーケティング

の高度化、また住信 SBI ネット銀行を通じた資産運用・不動産・相続など信託銀行らしいサービスの

提供により、より多くのお客さまへの三井住友信託銀行の専門的サービス提供を目指します。 

＜デジタルサービスの強化＞ 

ドコモとの提携によるデジタル技術を活用したサービスの提供、住信 SBI ネット銀行と共同提供す

る「三井住友信託 NEOBANK」の三井住友信託銀行口座やサービスとの一体訴求でデジタルサービ

スを強化し、三井住友信託銀行が提供する高付加価値サービスの基盤拡大を目指します。 

また、NTT グループの資産等も活用したプライベートアセット関連の投資商品について、住信 SBI

ネット銀行を通じて提供することも目指していきます。 

＜バランスシートの効率活用＞ 

住信 SBI ネット銀行は流動性預金中心に預金総残高を伸ばし、競争力ある住宅ローンを提供する

ことでバランスシートを大きく拡大、今後もドコモとの提携施策による飛躍的な成長を見込んでいます。

今般、三井住友信託NEOBANKによる住宅ローンの取組みを拡大することで、三井住友信託銀行は

お客さまとの接点を維持しながら資本効率の向上を目指します。 
 

三井住友トラストグループは「託された未来をひらく」をパーパスとして掲げ、人生 100 年時代にお

けるお客さまと社会の FINANCIAL WELL-BEING 実現に向けた活動を推進しています。ドコモおよ

び住信 SBI ネット銀行との業務提携を通じて、デジタル領域においても高度な専門性を発揮し、より

多くのお客さまのベストパートナーとなることを目指していきます。 

以 上

3 社で目指す

提供価値 



 

2025年12月19日 
株式会社NTTドコモ 

三井住友信託銀行株式会社 
住信SBIネット銀行株式会社 

  
 

住信SBIネット銀行の商号の「ドコモSMTBネット銀行」への変更、 
資本再編および各社間における協業施策の開始について 

 

株式会社 NTT ドコモ（以下、ドコモ）、三井住友信託銀行株式会社（以下、三井住友信託銀行）お

よび住信 SBI ネット銀行株式会社（以下、住信 SBI ネット銀行）は、住信 SBI ネット銀行の商号を、2026

年 8 月 3 日から「株式会社ドコモ SMTB ネット銀行（以下、ドコモ SMTB ネット銀行）」に変更することを決

定いたしました。本商号変更は関係当局の認可を前提としております。 

 

また、住信 SBI ネット銀行のさらなる成長と、共同経営におけるドコモおよび三井住友信託銀行のパートナ

ーシップ強化を目的として、2025 年 12 月 25 日に住信 SBI ネット銀行の資本再編を実施いたします。 

さらに、各社の経営資源を活用した新たな価値創出に向けた協業施策を、順次開始する予定です。 

 

1.新商号について 

■新商号（英文表記）  

株式会社ドコモ SMTB ネット銀行（DOCOMO SMTB Net Bank, Inc.） 

 

■新サービスブランドロゴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■変更予定日 

2026 年 8 月 3 日 

 

■変更の理由 

 2025 年 10 月 1 日に住信 SBI ネット銀行がドコモの連結子会社となり、ドコモと三井住友信託銀行による

共同経営体制となりました。「ドコモ SMTB ネット銀行」という商号には、株主であるドコモおよび三井住友信託

銀行が相互に協力し、住信 SBI ネット銀行のさらなる成長に貢献するという強い意志が込められています。 

まずは、新サービスブランド「d NEOBANK」を 2025 年 10 月 1 日から開始しましたが、今後も、ドコモが持

つ会員基盤やドコモショップなどの多様なチャネルと、三井住友信託銀行が持つ銀行経営および高度な金融サ

ービスのノウハウを組み合わせることで、住信 SBI ネット銀行のさらなる企業価値向上をめざしてまいります。 

なお、2026 年 8 月 3 日から、住信 SBI ネット銀行の各サービスにおいて、新商号を使用開始いたします。

新商号に関する詳細は、特設サイトをご確認ください。 

 

別添① 

https://www.netbk.co.jp/contents/lp/ci/


 

2.資本再編について 

ドコモ、三井住友信託銀行および住信 SBI ネット銀行は、住信 SBI ネット銀行のさらなる成長と、共同経

営におけるドコモおよび三井住友信託銀行のパートナーシップを一層強化するため、住信 SBI ネット銀行の資

本再編を行います。具体的には、2025 年 12 月 25 日にドコモが保有する住信 SBI ネット銀行の普通株式

の一部を三井住友信託銀行へ譲渡いたします。また、同日に住信 SBI ネット銀行は、三井住友信託銀行を

割当先として第三者割当増資を実施し、さらなる成長に向けた資本力強化を図ります。なお、ドコモおよび三

井住友信託銀行の議決権比率については変更ありません。 

 

■ドコモおよび三井住友信託銀行間における株式譲渡の概要 

ドコモが保有する住信 SBI ネット銀行の普通株式の一部（約 500 億円）について三井住友信託銀行に

譲渡いたします。 

 

■住信 SBIネット銀行が実施する第三者割当増資の概要 

住信 SBI ネット銀行が実施する第三者割当増資（普通株式、約 300 億円）は、すべて三井住友信託

銀行を割当先といたします。 

 

■取引後の持株比率および議決権比率 

株式譲渡および第三者割当増資の取引後、ドコモおよび三井住友信託銀行の持株比率は 55.37%：

44.63%となりますが、ドコモが保有するA種種類株式を普通株式に転換することにより、議決権比率は50％

ずつに調整されます。 

 

 なお、株式譲渡、第三者割当増資の払込日および A 種種類株式の普通株式への転換は、すべて 2025 年

12 月 25 日を予定しております。 

 

 

3.協業施策について 

ドコモ、三井住友信託銀行および住信SBI ネット銀行は、新たな価値創出に向けた協業施策を順次開始

いたします。 

 

■ドコモと住信 SBIネット銀行の協業施策 

➀銀行口座をご利用でおトクにドコモの d ポイント※1 がたまる 

住信 SBI ネット銀行の口座での給与受取や口座振替などの対象銀行サービスのご利用や、ドコモ回線との

セットのご利用で、d ポイントがたまるおトクな特典を提供予定です。 

②ドコモのサービス×銀行口座で特典を進呈 

「d カード®※2」の引き落とし口座を住信 SBI ネット銀行に設定いただき、街のお買い物で「d カード」をご利用

いただくと、d ポイント※1 の還元率がアップする特典を提供予定です。また、「d カード」に関しては、住信 SBI ネ

ット銀行の銀行口座の預金額に応じた特典も予定しています。他にも、ドコモのサービスと住信 SBI ネット銀行

の銀行口座をセットでお使いいただくことで、よりおトクにご利用いただける様々な特典を提供予定です。 

③ドコモのサービスをご利用で、住宅ローン金利を優遇 

ドコモのサービスをご利用のお客さまを対象に住信 SBI ネット銀行の住宅ローンの金利優遇を実施予定です。 



 

④住信 SBI ネット銀行とマネックス証券サービスの連携 

住信 SBI ネット銀行の銀行口座、マネックス証券の証券総合取引口座を、一連の手続きで同時にお申込

み・開設できる同時口座開設機能により、各種お申込みをスムーズにいたします。 

また、住信 SBIネット銀行とマネックス証券の口座間の資金移動をスムーズにする、スイープ機能を提供予定

です。これにより、住信 SBI ネット銀行の普通預金口座からマネックス証券の証券総合取引口座へ自動的に

資金移動することができ、お客さまは入出金の操作を行うことなく、マネックス証券での取引が可能になります。 

他にも、ドコモ、住信 SBI ネット銀行、マネックス証券のサービスをよりおトクにご利用いただける特典を提供予

定です。 

 

■三井住友信託銀行と住信 SBIネット銀行の協業施策 

①「三井住友信託 NEOBANK ※3」住宅ローンの取扱を拡大 

三井住友信託銀行は、「三井住友信託 NEOBANK」において、住宅ローンの取扱を拡大いたします。魅力

的な金利と手厚い保障を備えた「三井住友信託 NEOBANK」住宅ローンについて、ご相談からお申込みまでを

三井住友信託銀行がワンストップで対応いたします。  

②三井住友信託銀行×住信 SBI ネット銀行の商品・サービスを一体的に利用可能に 

三井住友信託ファンドラップなどの資産運用・不動産・相続など、高い専門性を生かした三井住友信託銀行

の多様な商品・サービスを、住信 SBI ネット銀行のお客さま向けに順次提供してまいります。 

また、三井住友信託銀行のお客さまには、日常使いに便利な口座として「三井住友信託 NEOBANK」を一

体的にご利用いただけるよう、三井住友信託銀行の口座と「三井住友信託 NEOBANK」の口座の連携を強

化してまいります。  

③住信 SBI ネット銀行経由でプライベートアセットへの投資機会を提供 

三井住友信託銀行は、流動性が低いものの安定した運用リターンが期待できるプライベートアセットに投資す

る運用商品を開発し、住信 SBI ネット銀行のお客さまに提供いたします。 

 

■ドコモと三井住友信託銀行の協業施策 

①三井住友信託銀行の商品・サービス利用でためたポイントを d ポイントに交換可能に 

三井住友信託銀行の資産管理アプリ「スマートライフデザイナー※4」でポイントをためることができる「Smart 

Life Designer ポイントプログラム」を、2026 年 1 月 13 日から開始いたします。「Smart Life Designer ポ

イントプログラム」でたまったポイントは、2026 年 3 月 31 日以降から d ポイントに交換することが可能となる予

定です。 

また、三井住友信託銀行は、「Smart Life Designer ポイントプログラム」の開始日より、ドコモと三井住友

信託銀行の業務提携を記念して、定期預金の優遇金利やポイント進呈を行う新たなキャンペーンも開催いたし

ます。金利の適用やポイント進呈には条件がございます。詳細は、キャンペーンサイトをご確認ください。 

さらに、2026 年度中を目途に、三井住友信託銀行の「株主パスポート※5」アプリにおいても、たまったポイン

トを d ポイントに交換できるよう検討中です。 

②その他新たなサービスの提供 

ドコモと三井住友信託銀行のデジタル技術を活用した資産管理・資産承継サービスに加え、NTT グループの

アセットを活用した新たな金融商品の開発や検討を進めてまいります。 

  

ドコモ、三井住友信託銀行、住信 SBI ネット銀行は、各社の強みを生かし、日常利用から専門性を要する

ものまで、金融サービスがくらしの中に自然に溶け込むような、「くらしと金融の境目のない未来」をめざしてまいり

ます。 

https://www.smtb.jp/personal/blind/lp/point


 

※1 d ポイントの種別は、期間用途限定ポイントとなる可能性がございます。決定次第、住信 SBI ネット銀行またはドコモの

Web サイトでお知らせいたします。 

※2 「d カード」は、株式会社 NTT ドコモの登録商標です。 

※3 「三井住友信託 NEOBANK」は、三井住友信託銀行が提供している資産管理アプリ「スマートライフデザイナー」と住信

SBI ネット銀行の銀行サービスを相互にご利用頂けるサービスです。 

※4 「スマートライフデザイナー」は、理想のライフプランの設計、家計や資産の一括管理や確定拠出年金の運用状況確認機能、

資産形成に関する情報提供サービスなどをまとめて提供する、三井住友信託銀行の資産管理アプリ（無料）です。 

※5 「株主パスポート」は、株主総会情報や配当金・株主優待情報の一元管理や議決権の行使などを行うことができる、三井

住友信託銀行が提供する個人株主向けアプリ（無料）です。 

 

 

以上 

https://www.smtb.jp/personal/neobank/information
https://www.smtb.jp/personal/app
https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/kabunushi-passport


 

2025 年 12 月 19 日 

各位 

三井住友信託銀行株式会社 

 

「Smart Life Designer ポイントプログラム」の開始及び、 

「三井住友信託銀行×ドコモ協業記念キャンペーン」の実施について 

 

三井住友信託銀行株式会社（取締役社長：大山 一也、以下「当社」）が提供する資産管理アプリ「スマ

ートライフデザイナー」で d ポイントと交換可能なポイントをためることができる「Smart Life Designer ポイン

トプログラム」を開始するとともに、株式会社 NTT ドコモ（代表取締役社長：前田義晃、以下「ドコモ」）との

業務提携を記念した定期預金キャンペーンを実施しますのでお知らせします。 

 

１．「Smart Life Designer ポイントプログラム」について 

当社のスマートフォン専用アプリ「スマートライフデザイナー」は、理想のライフプランの設計、家計や資

産の一括管理や確定拠出年金の運用状況確認機能、資産形成に関する情報提供サービスなどをまとめ

て提供する無料アプリです（※１）。多くのお客さまにご愛用いただき、2025 年 11 月末日現在で累計 70

万ユーザーを突破しました。 

「スマートライフデザイナー」は、お客さまが「学ぶ」「把握」「相談・行動」の 3 ステップを踏むことで、お金

にまつわる不安を解消し、「ファイナンシャル・ウェルビーイング（※2）」の実現をサポートするアプリを目指

しています。2022 年 4 月のサービス開始以降、利便性の向上のために、当社の確定拠出年金加入者向

けに提供している三井住友信託ライフガイドへのシングルサインオン機能、目的別に口座の分別管理が

可能な資産ラベル機能など、様々な機能拡充を行ってきました。 

この度、ドコモとの業務提携の一環として、さらに多くのお客さまに「参加」いただくきっかけを提供し、ド

コモが所有するビッグデータも活用しながら一人ひとりのファイナンシャル・ウェルビーイングを実現するこ

とを目指し、ｄポイントと連携した「Smart Life Designer ポイントプログラム」を開始します。 

本プログラムでは、ログインや当社口座や確定拠出年金口座のアプリ連携といったアプリのご利用や、

連携した資産額合計の水準に応じたポイントが付与されます。更に、当社の実施するキャンペーンのご利

用によりポイントをためることができ、ためたポイントは所定の要件を満たすことで d ポイントに交換できま

す。2026 年 1 月 13 日（火）よりプログラムを開始し、d ポイントへの交換は 2026 年 3 月 31 日（火）の開始

を予定しています。プログラムの内容は順次拡大を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

（※1）当社「スマートライフデザイナー」アプリについて、詳細はこちらをご確認下さい。 

（※2）「ファイナンシャル・ウェルビーイング」とは、安心して健やかに生きていくために、お金についての不安をとりのぞき、

お金との健全な向き合い方ができている状態のことです。 

別添② 

https://www.smtb.jp/personal/app


 

２．「三井住友信託銀行×ドコモ協業記念キャンペーン」について 

 Smart Life Designer ポイントプログラムの開始に合わせて、ドコモとの業務提携を記念した特別キャンペ

ーンを実施いたします。 

新たなご資金で 1 契約あたり 300 万円以上を対象の定期預金にお預け入れいただいたお客さまに

は、優遇金利を適用いたします。 

さらに、定期預金のお預け入れに加え、判定期限までにアプリの家計簿機能で当社口座をご連携いた

だいたお客さまには、定期預金のお預入金額に応じて、最大 3 万円相当のポイントをプレゼントいたしま

す。 

※金利の適用やポイント付与には条件がございます。詳細はキャンペーンサイトをご確認ください。 

【実施期間】2026 年 1 月 13 日（火）～2026 年 3 月 13 日（金） 

 

 

以上 

 

https://www.smtb.jp/personal/blind/lp/point

